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たガラス毛細管電極を用いた。この電極は，ファースト・グリーン色素で飽和した 2M .NaCl 液で充
填しである。背側路に単発電気刺激を加えつつ，導出電極を空間定位的に移動させ，青斑核を含む領













誘発された。その潜時は， 15-80 msec であった。中脳背側側路からの逆行性潜時と，脳地図上より











2. 同定された青斑核ニューロンは 組織化学法で示された様に 前脳や小脳ヘ広汎に軸索を投射
し，異なる二つまたはそれ以上の部位に同時に，軸索を投射するニューロンの存在も確認された。
3. 青斑核ニューロンは，その軸索投射部位，末梢の皮膚・深部組織より，入力を受けていること
が判明した。
論文の審査結果の要旨
近年，組織蛍光法により脳内アミン含有ニューロンの分布と投射部位が明らかとなるに従って，青
陛核はノルアドレナリン含有ニューロンより成り，広く中枢神社の各ì'í:l~ に投射している事が判明した。
本論文の研究結果は，この様な青斑核ニューロンの形態学的特徴を，電気生理学的手法を用いれて確
認すると共に， さらに詳細な電気生理学的性質を初めて明らかにしたものである。本論文によって青
斑核機能の理解が一段と進められたことが明らかなので，本論文が学位論文としての価値があること
を認める。
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